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Abstract: Tsunami deposits have been surveyed at an archaeological site on the coast of Enshu-nada, 
Kosai City, Shizuoka Prefecture. Historical documents recorded that this site was damaged by the tsunami 
from the 1707 Hoei earthquake along the Nankai trough. Recent archaeological survey revealed two sand 
layers, which were probably brought by tsunamis from the 1707 and 1605 earthquakes. An additional 
unusual sand layer has been found at the depth of 1.7 m below the ground surface. Geoslicer surveys at 
this site showed the stratigraphy from the surface down to the depth of 6 m: massive dune sand, laminated 
sand, clayey mud including burrows, and beach gravels. Six unusual sand layers have been identified in 
the geoslicer samples below the possible 1605 tsunami deposit; these sand layers might have been 
brought by tsunamis from older Tokai earthquakes. Radiocarbon dates of plant fragments near the bottom 
of the section are about A.D. 690 -1260. Average recurrence intervals of the tsunamis are about 100 - 120 
years for six events and about 50 - 130 years for seven events. This recurrence suggests that unknown 
Tokai earthquakes occurred as many times as the western Nankai trough in the past 1400 years. 
 
キーワード：津波堆積物，地震考古学，ジオスライサー，東海地震，南海トラフ 
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１．はじめに 

 南海トラフ沿いで発生する地震は，その震源領域

の広がりから，主として四国沖で発生する地震と熊

野灘以東の東海沖で発生する地震とに分けられ，両

者はほぼ同時期に発生して M8 クラスの巨大地震を

引き起こしてきたことが知られている．これまで，

主として史料と遺跡で検出された液状化痕跡などか

ら，四国沖では，およそ 90～150 年間隔で巨大地震

が発生してきたことが明らかにされている．一方，

東海沖では，1498 年明応地震以降，90～147 年間隔

で大地震の発生が知られているが，1498 年以前につ

いては，1096 年永長地震が史料に知られているのみ

であった．この他にも，遺跡における液状化痕跡な

どから，史料に残されていない地震の存在が指摘さ

れている（寒川，1992, 1997 など）． 
 浜名湖およびこの周辺の沿岸低地は，東海沖の地

震でたびたび被災したことが知られている．特に

1498 年明応地震では，地盤沈下と津波による浸食作

用によって浜名湖の湖口が開き，現在の今切口が形

成されたとされている（静岡県編，1996；都司ほか，

1998 など）． 
 建設省中部地方建設局ほか（1985, 1987）は，1984
年に浜名湖の西岸に位置する長谷元屋敷で行なった

遺跡発掘調査の際，複数のイベント堆積物を発見し

た．これらの報告を踏まえて，西仲ほか（1996）と

熊谷（1999）は，史実との対応の検討および簡易ボ

ーリングによる堆積物の分布調査を行い，これらの

イベント堆積物が東海沖地震に伴う津波によっても

たらされた可能性が高いことを明らかにした． 
 2001 年に，国道関連施設の建設に伴う長谷元屋敷

遺跡の第 2 次発掘調査が，前回調査地点の北側を対

象として実施された．この調査では，試掘溝を含め

た発掘調査によって，地表から深さ約 2m の間に 3
もしくは 4 枚のイベント砂層が挟まれることが確認

された． 
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 我々は，遺跡発掘調査の対象深度より下位の層準

の層序とイベント堆積物の有無を明らかにし，東海

沖における地震・津波の発生を復元するため，遺跡

調査終了後の 2002年 2月にジオスライサーによる掘

削調査を実施した． 
 

２．調査地周辺の概観 

 調査地点は，浜名湖の西岸に東西に細長く広がる

沖積低地上に位置する（Fig. 1A）．この沿岸低地は，

更新世の段丘の前面に発達し，海岸に沿う浜堤とそ

の後背地からなる．海岸に沿う浜堤は，標高 5.5～
6.5m で浜名湖岸からほぼ途切れることなく連続する．

浜堤の背後には，低湿地が帯状に分布し，段丘崖に

発達する開析谷の谷口では，小規模な土石流扇状地

および土石流段丘が低湿地帯を覆う（Fig. 1B）．開析

谷を背後に持たない地点では，恒常的な流入河川が

ないため，平時は静穏な環境下で埋積が進行し，浸

食や削剥の影響を受けにくい．したがって，このよ

うな低湿地帯には，突発的イベントとしての津波堆

積物が欠損の少ない状態で保存されていることが期

待される． 
 旧東海道は，浜松・舞阪を経て浜名湖を渡ると，

新居町から湖西市白須賀にかけて，この沿岸低地上

を通過する．この間には，白須賀宿（東海道五十三

次の一つ）をはじめ，古くからいくつかの集落が立

地していたことが知られている．白須賀宿は西暦

1707 年宝永地震による津波で大きな被害を受け，海

岸付近から現在の位置（段丘上）へ移転したことが

知られている（Fig. 1A）． 
 発掘調査の対象となった長谷元屋敷遺跡では，浜

堤上から背後の低湿地にかけて遺構が確認されてお

り，遺物および家屋の配置から半農半漁の生活を営

む生活集落であったことが推定されている（建設省

中部地方建設局ほか，1987）． 
 

３．調査の方法 

 本調査では，以下の手順で現地での調査・検討を

行った． 
 まず，遺跡発掘の際にトレンチ壁面に現れたイベ

ント砂層の観察と対比を行い，発掘地点全体でのイ

ベント砂層の分布状況を確認した．この結果は，遺

跡調査時の土層断面図に記載した． 
 次に，比較的連続して層相の観察が可能であった

C-4～C-5 地点周辺を対象として，ジオスライサーに

よる掘削を行った（Fig. 2A, B）．掘削は 3 回に分けて

行い，トレンチ壁として残されていた部分も含め，

地表から深さ約 6.3m までの地層断面試料を採取し

た． 
 ジオスライサーによる掘削は，中田・島崎（1997）
および原口ほか（1998）に従って実施し，サンプル

トレイとして，幅 25～35cm，長さ 3～4m，採取試料

厚 5～7cm のものを使用した．なお，作業には 4.9t
吊りのクローラクレーンと出力 7.5kw のバイブロハ

ンマーを用いた． 
 得られた試料は，その場で層相の記載を行い，14C
年代測定用試料を採取した上で，OH-1A による剥ぎ

取り標本を作製した．また，試料の一部はランチボ

ックスに移し替えて保存試料とした． 
 

４．トレンチ調査で確認された津波堆積物 

 長谷遺跡の第２次発掘調査では，地表（標高約 5m） 
から深さ約 2m までの地層断面が観察された．この

うち，地表からおよそ 0.5m（標高約 4.5m）の深さに

江戸時代中期の遺構面，そのおよそ 0.5m 下位（標高

約 3.8～4m）に 16 世紀の住居址および遺物包含層が

確認された．これらの遺構構成土の上下で，イベン

トを示唆する 2 枚の砂層が検出された（Fig. 3）． 
 遺構および遺物包含層が，黄褐色のシルト混じり

砂からなる浜堤・砂丘の構成層を起源とし，擾乱を

受けているのに対して，イベント堆積物は，青灰色

の淘汰のよい細粒砂からなる．イベント砂層の下底

面は非常に不規則な境界を呈し，侵食または地割れ

への落ち込みのような現象が示唆されるが，砂層と

砂層の境界であるため，これらの形態は全般に不明

瞭である．また，イベント砂層内部にも顕著な堆積

構造は認められなかった． 
 遺構面の年代との層位関係から，最上位のイベン

ト砂層（event 1； 以下，下位のイベント砂層を event 
2, event 3,…とする）は，宝永地震（西暦 1707 年）に

伴う津波堆積物に対比された．また，江戸中期の遺

構面と 16 世紀の遺物包含層に挟まれるイベント砂

層（event 2）は，慶長地震（西暦 1605 年）に伴う津

波堆積物に対比された．さらに，地表から 1.7m（標

高約 3.3m）の深さにも別のイベント（event 3）を示

唆する砂層が比較的広い範囲で確認された（Fig. 3）． 
 

５．ジオスライサー試料の層序と年代 

 ジオスライサー試料とトレンチ壁面の観察結果か

ら，本地点の深さ約 6.3m までの堆積物は，大きく以

下の 5 層に区分される（Fig. 4A, B）． 
 
・地表～深さ 2.6m（標高 4.9～2.3m） 

砂丘砂を起源とする無層理の砂層からなり，上

述の 2 枚の遺構面を含む．遺構土層ではシルト

の混入が認められ，人工あるいは生物による擾

乱が著しい．下部の 50cm は暗灰色の細粒砂から

なり，還元環境にあることを示す． 
・深さ 2.6～3.1m（標高 2.3～1.8m） 

均質な暗灰色砂質シルトからなり，後背地的環

境が推定される．上位層との境界にイベント砂

層を挟む． 
・深さ 3.1～4.6m（標高 1.8～0.3m） 
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水平ラミナの発達する暗灰色細粒砂～極細砂が

上方に細粒化するように繰り返し堆積する． 
・深さ 4.6～6.1m（標高 0.3～ -1.2m） 

暗灰色粘土からなり，細粒砂に充填された生痕

や植物片を多量に含む．全体に腐植質で沼沢地

状の環境が推定される． 
・試料の最下部（深さ 6.1m～；標高 -1.2m～） 

扁平な亜円礫を主とする海浜性の砂礫からなり，

一連の堆積物の基底をなす． 
 
 基底の砂礫より上位の砂泥堆積物は，完新世後期

における海岸線付近での連続的な堆積環境変化を反

映しており，下位から砂礫海岸，浜堤背後の沼沢地，

後浜，離水後の後背湿地，浜堤・砂丘という一連の

地形発達の結果を示すものと考えられる． 
 このうち，標高 0.3～ -1.2m に 1.5m の厚さで堆積

する暗灰色粘土は，平時に，流水による浸食や削剥

の影響を受けることなく，連続的に堆積したものと

推定され，この間のイベントを欠損なく保存してい

ると思われる． 
 この粘土層中に含まれる植物片の 14C 年代（暦年

較正年代，2σ）は，下位の試料から A.D. 690～900
年（GS-4-04），A.D. 990～1160 年（GS-4-02），A.D. 1040
～1260 年（GS-4-03），A.D. 900～1030 年（GS-4-01）
であった（Fig. 4, Table 1）． 
 同層の有機質粘土からは B.C. 100～A.D. 70 年の年

代値が得られているが，これは植物片から得られた

年代値に比べて著しく古いことから，再堆積した有

機物の影響を受けているものと考えられる（Gs-4-05; 
Table 1）． 
 このことから，本地点で観察された堆積物は，お

よそ西暦 600 年以降に堆積したものであると考える

ことができ，浜名湖西岸の沿岸低地は比較的最近に

なってから，現在のような姿を形成したことが推定

される． 
 

６．考 察－イベント堆積物と歴史地震との対応 

 event 2（慶長地震）より下位の層準では，堆積の

連続を断つ 6 枚の砂層（events 3～8）が認められた．

浜名湖の湖岸に位置する東海道の新井宿では，津波

と同様に高潮による被災記録も報告されている（静

岡県編，1996；熊谷，1999 など）ことから，イベン

ト砂層が高潮によるものである可能性も否定できな

い．しかし，ここでは産状，イベント砂層を構成す

る堆積物の粒度などから，event 1, event 2 と同様，津

波によって形成されたと仮定した．すなわち，調査

で検出されたイベント数は，堆積物から推定され得

る津波の最大数を示す． 
 暗灰色粘土の中の年代値には多少のばらつきがあ

るが，大まかには GS-4-01 が event 7 と event 8 の間

の堆積物の年代を，GS-4-02～GS-4-04 が event 8 より

下位の堆積物の年代を示すと考えられる．そこで，

GS-4-01 の年代（A.D. 900～1030 年）から，event 7
～event 2 (1605 年)までの 6 つのイベントの平均発生

間隔を求めると，およそ 96～117 年となる．同様に，

GS-4-02～GS-4-04 の示す年代（A.D. 690～1260 年）

から，event 8～event 2 (1605 年)までの 7 つのイベン

トの平均発生間隔を求めると，およそ 50～130 年と

なる． 
 東海沖では，史料から 1498 年（明応地震）以前の

歴史地震としては 1096 年（永長地震）のみが知られ

ていた．今回の調査結果は，7 世紀から 1605 年まで

の間に，最大 7 回の地震がおよそ 50～130 年の繰り

返し間隔で発生していたことを示唆する． 
 また，検出されたイベント数は四国沖において推

定されている歴史地震と比較的よく対応することか

ら，四国沖・東海沖の南海トラフがほぼ同時期に地

震を起こし続けていることとも調和的といえる． 
 近年，遺跡発掘調査において検出される液状化痕

跡に基づく地震考古学的調査によって，史料に記さ

れていない地震の存在が多くの地域で報告されてい

る．寒川（2001）により報告された地震考古学的調

査の結果と既知の歴史地震を合わせ，今回の調査結

果と比較すると，各イベント砂層と歴史地震との対

応が調和的であることが分かる（Fig. 5）． 
 

７．おわりに 

 本調査では，静岡県湖西市における中・近世の遺

跡発掘を端緒として，歴史時代における東海沖地震

の痕跡を，地震津波に伴うイベント砂層によって検

出した．その結果，史料では知られていない地震の

存在が示唆される結果となった． 
 今後，試料の分析を進めてイベント砂層の成因を

明らかにすると共に，各イベントの発生時期を特定

してゆく必要がある． 
 今回の調査地点は，国道関連施設建設のため，追

加調査を実施することは困難であるが，沿岸低地に

は，似たような条件にある地点がいくつか現存して

いる．これらの地点での調査事例を積み重ねること

で，東海沖の地震および津波に関するより確実な情

報を提供することが可能になると考えられる． 
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